
　1913年（大正2年）に石炭ガスの供給からスタートした上田ガスは、2023年に創立
110周年を迎え、現在はプロパンガス販売およびガス導管事業（都市ガス）のほか、
オートガススタンドや電気小売り事業など、生活基盤を支える事業を地区担当制によ
る地域密着のサービス体制で展開している。

上田ガス株式会社

　同社の特性として、都市ガス供給エ
リア内にはLPガスのお客さまは少な
く、供給エリア外の遠方に多くのお客
さまを抱えていることから、配送を担う
社員２名の意見をもとに移動距離の遠
いお客さま３００件を選別した。「山の麓
の別荘３０件などを優先的に設置した
ものの、中には電波が届かず設置を断
念せざるを得なかったのは残念だっ
た」と営業部電力LPG課課長の坂口亮
さんは話す。
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　すべての社員が専業で業務を担務しているわけでなく、検針、営業、配送などあらゆ
る業務を担っている中で、これ以上負荷をかけることは避けたいとの思いから、最も労
力を必要とするLPWA機器の取り付け作業は、信頼のおける地元の設置工事会社に
外注した。結果的には、設置に付随する設置前後の写真撮影や取り付けデータ入力作
業等含め1件当たり数千円の費用はかかるものの、「専門の工事会社ゆえ、1日３０件
程度の取り付けができたことで、設置に要する期間を最小限にできた点は非常に良
かった」と営業部部長の山岸利幸さんは振り返る。

取り付け工事は外注により万全な体制
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　LPWAの設置は既に他の補助金事業と合わせ約90％のお客さま宅に取り付けが完
了し、今後のLPWA運用での課題は、「郵送で行っている検針データ送付のモバイル化
を早期に実現すること」と坂口さん。現行システムは都市ガス事業と一体なため、プロ
パン事業だけが先行することは困難で、都市ガス事業の運用と同時に改修を進める
必要があり、「システム改修に要する費用や双方の運用変更作業など悩ましい課題で
す」と話していた。

更なる利便性向上に向けた取り組みは明確ではあるものの…

　取り付け工事は早期に完了したが、
設置後すぐに自動検針の本格運用と
せず、遠隔検針データと実検針データ
の擦り合わせ作業を２カ月間（２回/件）
にわたり行った。これもお客さまにご迷
惑をおかけすることなく確実に運用さ
せるため、慎重には慎重を重ねての作
業であったが、すでに設置を確認され
ていたお客さまからは、「いつから自動
検針になるのか？」といった問い合わ
せも寄せられたという。

試運転をしっかりと行い、お客さまにご迷惑をおかけしない

　同社は過去にも数々の補助金事業を
活用してきたが、「登録証の紛失による
再発行手続きといった想定外の手間も
あったが、今回の補助金事業について
は他の補助金事業とは異なり申請から
報告まで比較的スムーズに進めること
ができた。これも機器メーカーとの情報
共有、綿密な連携や相互協力があった
からこそ」と営業部電力LPG課主幹の
清水章一さんは振り返る。本補助金事
業の成功には機器メーカーとの連携は
必要不可欠なものの、「やはり設置個所
の選定には相当な時間を要するので、社内で十分精査し早めに優先順位を決めるこ
とが重要です」と締めくくった。

補助金事業を成功に導くために必要なこと
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


